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１ 調査の概要 

 

(1) 調査の目的と内容 

1）調査目的 

本調査では、2022年１月 15日～2023年１月 15日に設置された「鎌倉殿の 13人 伊豆の

国 大河ドラマ館」の運営支出、来場者の消費支出等をもとに、開館に伴う経済波及効果を

推計する。 

 

2）主な調査内容 

 ①アンケート調査 

 会場でアンケート調査を実施し、来場者一人当りの消費支出額を算出する。 

 

②経済波及効果の推計 

 「平成 27年伊豆の国市産業連関表」を用いて、①主催者運営支出額、②来場者の消費支

出額、による経済波及効果を推計する。 

 

3）調査・推計方法の概要 

・主催者運営支出額および来場者人数、来場者の地域別内訳（構成比）は、主催者把握に

よる。 

・来場者による消費支出額は、アンケートによる一人当り消費単価に来場者数を乗じて算

出した。 

・来場者アンケートは、聞き取り方式で実施した。 

・経済波及効果の対象エリアは、伊豆の国市内とし、「平成 27 年伊豆の国市産業連関表」

を用いて経済波及効果（生産誘発額）を２次まで推計する。 
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(2) 調査結果の概要 

 

▶「鎌倉殿の 13 人 伊豆の国 大河ドラマ館」開館による伊豆の国市内への経済波及効果は

16億 07百万円 

        

          

 

○推計条件 

来場者数：195,838人 

来場者居住地内訳：伊豆の国市内 3.7％、市外県内 31.8％、県外 64.5％ 

主催者支出額：68百万円（市外の事業所へ発注された金額は除外） 

消費単価：来場者に対して実施したアンケート結果より設定 

 居住地別一人当たり支出額 

   伊豆の国市内客…1,220円 市外県内客…4,015円 県外客…9,780円 

   

 

「鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」開館による伊豆の国市内への経済波及効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：百万円、倍、人）

直接効果 誘発効果

(A) (B) 1次 ２次 (B/A) 1次 ２次

主催者運営支出 68 68 83 75 9 1.23 1.10 0.13 46 9 1

来場者消費支出 1,494 1,216 1,523 1,392 131 1.25 1.15 0.11 840 147 13

合計 1,562 1,284 1,607 1,467 140 1.25 1.14 0.11 886 155 14

※平成27年伊豆の国市産業連関表をもとに試算

雇用誘発
数(人)

市民税
誘発額総支出額

経済波及効果
（生産誘発額） 付加価値

誘発額
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２ アンケート結果の概要 

 

(1) アンケート実施要領等 

調査対象：「鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」来場者 

調査時期：第１回調査（2022年８月 11・12日） 

第２回調査（2022年９月 19・20日） 

     第３回調査（2022年 11月 20・21日） 

調査場所：「鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」館内 

調査方法：調査員による聞き取り 

 回 答 数：414件（第１回 150件、第２回 114件、第３回 150件） 

 ※居住地別来場者数の内訳は、伊豆の国市が実施した通期アンケート調査結果（回答数

1,282件）のデータを利用した。 

 

(2) 回答者の概要 

①性別・年齢 

来場者の性別は、女性が 53.1％と、男性（46.9％）を＋6.2 ポイント上回った。また、

来場者の年齢構成は 50 歳代（27.9％）と 40 歳代（27.4％）が多く、シニア層（60 歳代と

70歳以上の合計）も 29.8％と約３割を占めた。全体としては、20～30歳代の若年層が相対

的に少なく、中高年層の割合が高い。 

 

年代別・性別構成 （単位：％） 性別・年代構成 （単位：％）
全体 男性 女性 全体 男性 女性

合計 100.0 46.9 53.1 合計 100.0 100.0 100.0
20歳代 100.0 50.0 50.0 20歳代 5.4 5.2 5.5
30歳代 100.0 46.2 53.8 30歳代 9.5 9.4 9.6
40歳代 100.0 48.2 51.8 40歳代 27.4 28.3 26.6
50歳代 100.0 42.1 57.9 50歳代 27.9 25.1 30.3
60歳代 100.0 51.3 48.7 60歳代 18.6 20.4 17.0
70歳以上 100.0 47.8 52.2 70歳以上 11.2 11.5 11.0

20歳代

5.4% 30歳代

9.5%

40歳代

27.4%

50歳代

27.9%

60歳代

18.6%

70歳以上

11.2%

来場者の年齢構成

男性

46.9%女性

53.1%

来場者の性別構成
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②居住地 

来場者の居住地は、伊豆の国市内客が 3.7％、県内客が 31.8％、県外客が 64.5％と、県

外客の比重が高くなっている。県外客の都道府県別内訳をみると、神奈川県が 34.0％、東

京都が 25.5％と上位２都県で約６割を占めるなど、関東地方からの来場者が大多数を占め

ている。 

また、県内客（伊豆の国市内を除く）の地域別構成比としては、県東部（58.1％）が多

く、県中部（26.5％）、県西部（15.4％）となっている。 

なお、本設問項目については、伊豆の国市が来館者向けに実施した通期アンケート調査

（有効回答数 1,282）の集計結果を用いている。 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県外来場者の都道府県内訳
（単位：％）

都道府県 回答者数 構成比
1 神奈川 281 34.0
2 東　京 211 25.5
3 その他関東 135 16.3
4 愛　知 69 8.3
5 その他 131 15.8

827 100.0静岡県外計

伊豆の国市内

3.7%

静岡県内

31.8%静岡県外

64.5%

来場者の居住地

静岡県内来場者の地域別内訳
（単位：％）

都道府県 回答者数 構成比
1 県東部 237 58.1
2 県中部 108 26.5
3 県西部 63 15.4

408 100.0静岡県内計
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③再訪意向 

 来場者に「伊豆半島地域にもう一度来てみたいか」を訪ねたところ、「ぜひもう一度来た

い」が 55.5％と半数を超え、「できればまた来たい」（38.9％）と合わせると、94.4％に上

った。「どちらともいえない」は 5.6％で、「あまり来たくない」と「もう来たくない」はい

ずれも 0.0％だった。 

地域別では、「ぜひもう一度来たい」の回答割合は、県外客が 59.8％、県内客は 45.6％

で、「できればまた来たい」と合わせた割合は県外客が 97.8％、県内客も 86.0％に達する。

年代別にみると、「ぜひもう一度来たい」と「できればまた来たい」の合計は、全年齢層で

90％を超えており、特に高年齢層ほど再訪意向が強い傾向がみられる。 
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(3) 旅程等 

①交通手段 

 会場までの交通手段は、来場者全体では「自家用車」が 72.9％と最も多く、以下、「ＪＲ・

新幹線」（12.8％）、「その他鉄道」（8.2％）の順に高かった。県内客は「自家用車」での来

場者が 88.3％で、その他の交通手段と比して突出して高い。 

また、県外客は、「自家用車」（66.4％）が最も多かったものの、「ＪＲ・新幹線」（15.9％）

や「その他鉄道」（9.3％）も一定の割合を占めた。 

 

  

 

72.9

12.8

8.2

5.8

2.9

1.0

0.2

0.2

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

88.3

5.0

5.8

3.3

0.0

0.0

0.8

0.0

66.4

15.9

9.3

6.9

4.2

1.4

0.0

0.3

0 20 40 60 80 100

自家用車

JR・新幹線

その他鉄道

貸切バス

レンタカー

飛行機

路線バス

その他

％

来場者が利用した交通手段（居住地別）

全体

市内客

県内客

県外客
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②宿泊状況 

来場者の宿泊状況をみると、「日帰り」が 36.6％、「１泊２日」が 43.8％、「２泊３日」

が 15.0％、「３泊４日以上」が 4.6％となった。居住地別では、市内客は全員が「日帰り」

だったが、県内客は、「日帰り」が 82.5％、「１泊２日」が 15.8％、「２泊３日」が 1.7％だ

った。 

県外客は「１泊２日」が 56.3％、「２泊３日」が 20.8％、「３泊４日以上」が 6.6％など、

宿泊者の割合が 83.7％に上った。遠方からの来場者ほど滞在時間も長く、宿泊を選択する

ケースが多い。 

 宿泊地別では、伊豆の国市（32.6％）、伊豆市（16.5％）、伊東市（12.1％）の順で、伊

豆の国市内を中心に、一定の宿泊需要が誘発された様子がうかがわれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆の国市内

32.6%

市外県内

63.0%

静岡県外

4.4%

宿泊地（地域別）

日帰り

36.6%

１泊２日

43.8%

２泊３日

15.0%

３泊４日以上

4.6%

来場者の宿泊状況

宿泊地（市町別）、複数回答
市町 回答数 構成比

伊豆の国市 89 32.6
伊豆市 45 16.5
伊東市 33 12.1
熱海市 18 6.6
三島市 16 5.9
沼津市 12 4.4
下田市 10 3.7
西伊豆町 8 2.9
神奈川県 8 2.9
その他 34 12.5
合計 273 100.0

100.0 

82.5 

16.3 

15.8 

56.3 

1.7 

20.8 6.6 

0 50 100

市内客

県内客

県外客

％

来場者の宿泊状況（居住地別）

日帰り １泊

２日

２泊

３日

３泊

４日以上
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③立寄施設等 

 来場者に大河ドラマ館以外に立ち寄った施設等を尋ねたところ、「願成就院」（伊豆の国

市）が 25.4％、「北條寺」が 22.5％と、共に２割を超えた。また、「眞珠院」（3.4％）や「蛭

ケ島公園」（3.4％）に立ち寄った人も一定数を占めており、大河ドラマに関連のある伊豆

の国市内の寺院・史跡などを巡る人が多かった。 

 伊豆の国市外では、伊豆市の「修善寺（修禅寺）」（8.5％）のほか、三島市の「三嶋大社」

（4.1％）や「三島スカイウォーク」（3.1％）、函南町の「めんたいパーク伊豆」（3.1％）

など、県東部の人気観光スポット・テーマパーク等も上位に挙がり、伊豆半島地域の周遊

観光を楽しむ人も一定数を占めた。 

 

       大河ドラマ館以外に立ち寄った施設等（複数回答、自由記述方式） 

順位 施設名 所在地 回答数 回答割合

1 願成就院 伊豆の国市 105 25.4

2 北條寺 伊豆の国市 93 22.5

3 韮山反射炉 伊豆の国市 55 13.3

4 修善寺（修禅寺） 伊豆市 35 8.5

5 三嶋大社 三島市 17 4.1

6 眞珠院 伊豆の国市 14 3.4

6 蛭ケ島公園 伊豆の国市 14 3.4

8 伊豆パノラマパーク 伊豆の国市 13 3.1

8 三島スカイウォーク 三島市 13 3.1

8 めんたいパーク伊豆 函南町 13 3.1

11 中伊豆ワイナリーシャトーT.S 伊豆市 10 2.4

12 伊豆フルーツパーク 三島市 7 1.7

13 鎌倉 鎌倉市 6 1.4

 
    ※回答数が５件以上の施設等を抜粋 
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(4) 消費支出 

①レジャー・消費行動 

 来場者が行ったレジャー・消費行動としては、「飲食」（79.9％）や「買物」（77.6％）の

回答が８割近くに上り、大河ドラマ館来場者による消費活動がコロナ禍で大きな打撃を受

けた飲食サービス業や卸・小売業などに恩恵をもたらしたと推察される。また、大河ドラ

マをきっかけに伊豆の国市の歴史や文化に関心を示した人々も多く、「名所・旧跡巡り」も

65.6％に上った。 

 

 

 

79.9
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5.0

2.6

1.5

1.2

0.3

100.0
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0.0

0.0

0.0

0.0
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4.1
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2.0

1.0

0.0

0.0

81.0
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5.4

2.9
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0.4

0 20 40 60 80 100
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買物
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②一人当たり消費支出額（伊豆の国市内） 

 伊豆の国市内における一人当たり消費支出額について、居住地別にみると、支出額の合

計で市内客 1,220 円、県内客 4,015 円、県外客 9,780 円となっている。それぞれの費目ご

とにみると、「往復の交通費」は市内客 0円、県内客 36円、県外客 109円となっている。「宿

泊費」は、市内客 0円、県内客 892円、県外客 3,947円、「買物・土産代」は市内客 480円、

県内客 1,333 円、県外客 2,596 円、「入場・施設利用料（大河ドラマ館入館料を除く）」は

市内客 140 円、県内客 338 円、県外客 402 円、「ツアー費」は市内客 0 円、県内客 225 円、

県外客 1,175 円となっている。すべての費目で県外客の支出が最も多く、遠方からの来場

者ほど市内での滞在時間も長く、支出額も増える傾向がみられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）大河ドラマ館入館料については、主催者運営支出の原資に充当されるものと想定され、

二重計上を防ぐため推計対象から除外している。 

 

 

 

 

一人当たりの消費支出額

市内客 県内客 県外客

1,220 4,015 9,780

往復の交通費 0 36 109

宿泊費 0 892 3,947

飲食費 600 1,191 1,551

買物・土産代 480 1,333 2,596

入場・施設利用料 140 338 402

ツアー費 0 225 1,175

支出額計

費
目
別
内
訳
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３ 経済波及効果 

 

（1）総支出額および算出条件 

1）主催者事業費 

主催者の総支出額は、市内事業者に発注された事業運営費 68 百万円を推計対象とした。

なお、施設の設置費用等 78 百万円および事業運営費総額の一部（23 百万円）については、

市内での生産誘発効果が見込まれないことから、本推計対象から除外した。 

 

2)来場者消費支出 

 来場者消費支出は、居住地別来場者にそれぞれの一人当たり消費単価を乗じて推計した。 

 委託者側の把握データにより、来場者数総は 19万 5,838人で、市内客が 7,246人、県内

客が 62,276人、県外客が 126,316人と推計される。来場者の一人当たり消費支出額は、ア

ンケート結果より、市内客 1,220円、県内客 4,015円、県外客 9,780円である。 

その結果、来場者による消費支出額は、「宿泊費」（５億 54百万円）、「買物・土産代」（４

億 14百万円）、「飲食費」（２億 74百万円）など、合計で 14億 94百万円となった。 

  

来場者の消費支出額

（単位：百万円）

市内客 県内客 県外客

支出額計 9 250 1,235 1,494

交通費 0 2 14 16

宿泊費 0 56 499 554

飲食費 4 74 196 274

買物・土産 3 83 328 414

入場・施設利用料 1 21 51 73

ツアー料金 0 14 148 162

来場者支出総額（伊豆の国市内）
合計
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(2)経済波及効果推計結果 

 

総支出額 

「鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」開館による総支出額は、主催者による運営支

出 68百万円、来場者による消費支出 14億 94百万円で、総支出額は合計で 15億 62百万円

である。 

 

直接効果 

直接効果とは、総支出額のうち、市内産業の売上増加に直結したとみられる額であり、

主催者運営支出によるもの 68百万円、来場者消費支出によるもの 12億 16百万円、合計で

12億 84百万円である。総支出額からの減額分（直接効果に含まれないもの）としては、土

産代など購入品のうち市外産品の生産原価分（市内自給率により統計的に処理）などであ

る。 

 

経済波及効果 

直接効果による市内産業の売上増加が、産業相互間の取引関係や家計支出の発生等を通

じて市内他産業の需要を発生させることによる生産誘発額の総額、すなわち経済波及効果

は、主催者の運営支出によるもの 83 百万円、来場者消費支出によるもの 15 億 23 百万円、

合計で 16億 07百万円である（経済波及効果には直接効果も含まれる）。 

誘発効果（直接効果に対する経済波及効果の比率）は、合計で 1.25倍となる。 

 

 

「鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」開館による伊豆の国市内への経済波及効果 

(単位：百万円、倍、人）

直接効果 誘発効果

(A) (B) 1次 ２次 (B/A) 1次 ２次

主催者運営支出 68 68 83 75 9 1.23 1.10 0.13 46 9 1

来場者消費支出 1,494 1,216 1,523 1,392 131 1.25 1.15 0.11 840 147 13

合計 1,562 1,284 1,607 1,467 140 1.25 1.14 0.11 886 155 14

※平成27年伊豆の国市産業連関表をもとに試算

雇用誘発
数(人)

市民税
誘発額総支出額

経済波及効果
（生産誘発額） 付加価値

誘発額
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(3)経済波及効果の概念と分析フロー 

 

経済波及効果の概念 

ある地域内産業の生産額が増加した場合、取引関係を通じて需要の発生が地域内のあら

ゆる産業に波及していくことになる。 

例えば、来場者消費支出の発生により、飲食店の売上が増加すると、飲食店に原材料や

サービスを供給している食材販売業者やサービス業などの売上も増加する。また、これら

の需要増加により、食料品製造業などの関連産業の生産が誘発されるとともに、これらの

産業の生産活動により、流通業者、金融・保険業との商取引も拡大する。 

さらに、各産業の生産額の増加は、そこで働く雇用者の所得の増加をもたらし、家計消

費を通じて地域内の新たな需要も発生させる。 

こうした特定産業の需要増加による地域内全産業への波及効果は、産業連関表を用いて

測定することができる。 

 

経済波及効果の概念 

 特定の産業の需要が増加すると、その産業と取引のある産業等にも原材料需要が発生し、

さらに他産業に、といったように地域産業全体に次々に波及していく 

 

           食料品→肉･野菜・鮮魚類→農業･漁業→肥料・飼料・燃料・・・ 

飲食店の売上増加  食器・包装資材→陶器・ガラス・紙製品・・・・ 

           電力･ガス→燃料・石油製品→運送業・・・・ 

 

各項目の概念は以下の通り 

 

1)総支出額 

 来場者消費支出額の総額（来場者数×1人当たり平均支出額） 

 

2)直接効果 

 総支出額のうち、市内産業の生産（売上）に直結する部分である。すなわち、市外産業

の需要の発生分（たとえば、土産品の製造原価のうちの市外生産分：産業連関表の市内自

給率を用いて統計的に処理したもの）を除いた額である。 

 

3)第 1次生産誘発額 

直接効果が市内産業の取引関係を通じて他産業の原材料需要を発生させ、それが産業構

造の末端まで波及した時の市内産業の生産額の総額が第１次生産誘発額である。 

第１次生産誘発額には直接効果も含まれ、直接効果からの純増分を間接１次効果と呼ぶ
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こともある。 

 

4)第 2次生産誘発額 

  第１次生産誘発額を生じた結果、市内各産業には雇用者所得が発生する。これに一定の

比率（平均消費性向）を乗じた分が家計消費として支出され、市内各産業の需要の増加に

結びつく。これが第１次生産誘発額と同様、市内産業の末端まで波及していった場合の市

内産業の生産額の総額が第２次生産誘発額である。 

 

5)経済波及効果 

  ここでは、第 1次･第 2次生産誘発額の総額を経済波及効果と称する。 

 

6)誘発効果 

直接効果に対する生産誘発額の比率。 
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経済波及効果の分析フロー図 

 

（市内自給率）

(市外への支出)

（逆行列係数）

原材料需要発生

　　　
（雇用者所得率）

消費需要を誘発 （平均消費性向）

（民間消費支出構成比）

（市内自給率）

（逆行列係数）

第２次生産誘発額

雇用誘発数

市内消費増

市内需要増

（第１次生産誘発額)
第２次

生産誘発額
市外波及

経済波及効果
経済波及効果(生産誘発額計)

付加価値誘発額

第１次生産誘発額
（直接効果) (間接1次効果)

市外波及
雇用者所得 雇用者所得

総支出額 来場者総支出額

直接効果
市内産業の生産額増加 市外産業の生産額増加

（直接効果)
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分析モデル 

 分析に当たっては、「平成 27年伊豆の国市産業連関表」を用いた経済波及効果分析モデ

ルを利用した。なお、産業連関分析に際しては、移輸入が地域内需要に比例して決定され

るというモデル、 

［Ｉ－（Ｉ－Ｍ
―
）Ａ］－1型を用いている。 

 

○計算式 

    ⊿Ｆ ＝（Ｉ－Ｍ
―
）・Ｆd＋Ｆx 

    ⊿Ｘ１ ＝⊿Ｆ＋［Ｉ－（Ｉ－Ｍ
―
）Ａ］－1・（Ｉ－Ｍ

―
）・Ａ・⊿Ｆ 

    ⊿Ｘ２ ＝［Ｉ－（Ｉ－Ｍ
―
）Ａ］－1・（Ｉ－Ｍ

―
）・Ｃ・ｋ・Ｗｉ・⊿Ｘ１ 

    ⊿Ｘ ＝⊿Ｘ１＋⊿Ｘ２ 

    ⊿Ⅴ ＝Ⅴｉ・⊿Ｘ 

    ⊿Ｌ ＝Ｌｉ・⊿Ｘ 

 

                ⊿Ｆ ：直接効果 

                ⊿Ｘ１ ：第 1次生産誘発額 

                ⊿Ｘ２ ：第 2次生産誘発額 

                ⊿Ｘ ：生産誘発額計（経済波及効果） 

                ⊿Ⅴ ：付加価値誘発額 

                ⊿Ｌ ：雇用誘発数 

 

 

             （Ｉ－Ｍ
―
）：市内自給率    Ａ：投入係数 

［Ｉ－（Ｉ－Ｍ
―
）Ａ］－1：逆行列係数 

                 Ｆd  ：市内に限定されない支出額 

                 Ｆx  ：市内産業への支出額 

                Ｃ  ：民間消費支出構成比 

                ｋ  ：平均消費性向 

                Ｗｉ ：雇用者所得率 

                Ⅴｉ ：粗付加価値率 

                Ｌｉ ：雇用誘発係数 

 

1)平均消費性向は、総務省「家計調査年報」（勤労者世帯・静岡市と浜松市の平均、2015

～2020年平均値）をとり、69.7％とした。 

2)その他、逆行列表、市内自給率、民間消費支出構成比、雇用者所得率はいずれも平成 27

年伊豆の国市産業連関表の係数を利用した。 
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４ 総括～「鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」開館による地域振興効果 

 

～付加価値誘発額は 8.9億円、2019年度市内総生産の 0.5％に相当 

 新型コロナ感染者数の増減に応じて人出も大きく左右される厳しい時期にありながら、

「鎌倉殿の 13 人 伊豆の国 大河ドラマ館」の来場者総数は 19 万 5,838 人と、目標（約 10

万人）の約２倍に上る成果を収めた。 

 設置規模こそ近年の大河ドラマ館の中で最小クラスに抑えられたものの、館内スタッフ

の丁寧な接客姿勢などが高く評価され、市の実施した通期アンケート調査結果では、大河

ドラマ館に“満足”と回答した人の割合は 96.9％（「非常に満足」（46.9％）と「概ね満足」

（50.0％）の合計）に上った。また、館内で「願成就院」や「北條寺」、「眞珠院」など北

条家ゆかりの地に関するエピソードを発信したことで、多くの来場者が市内での名所・旧

跡巡りを楽しみつつ、活発な消費活動を行った。実際、大河ドラマ館来場者の約８割が飲

食や買い物、６割以上が宿泊しており、コロナ禍で大きな打撃を受けていた地域の観光産

業に貴重な潤いをもたらした。 

その結果、伊豆の国市内への経済波及効果は 16.1 億円に上った。産業連関表上の 37 部

門別でみると、消費支出の直接的な恩恵を受けやすい飲食サービス業や宿泊業などの「対

個人サービス」が 11.0億円と経済波及効果全体の 68.3％を占め、以下、卸・小売業などの

「商業」が 1.8億円（同 11.5％）、広告業や警備保障、物品賃貸などの「対事業所サービス」

が 1.0億円（同 5.9％）で続き、観光産業を中心に幅広い産業に恩恵が及んだ。なお、市内

総生産（ＧＤＰ）の概念に当たる付加価値誘発額は 8.9 億円で、直近データが示されてい

る 2019年度の市内総生産（1,925億円）の 0.46％に相当する。 

今後を見通すと、大河ドラマ館設置による観光客の増加を一過性のブームとして終わら

せず、コロナ禍で多くの観光客を受け入れた貴重な経験として活かしていくことが求めら

れる。今回のアンケート調査結果で、伊豆半島地域への再訪意向が９割を超えていること

からも、ＳＮＳを活用した継続的な話題の提供や、大河ドラマに関連する企画などを通じ

て、大河ドラマ館来場者をリピーターとして定着させていくことが効果的である。 

 また、地域全体で観光客の需要を取り込み、経済波及効果を高めていく方策も欠かせな

い。たとえば、地元の農産物等を使った食事メニューの提供や特産品の開発を通じて、伊

豆の国市ならではの製品・サービスを提供したり、小売店で地元産品の品揃えを拡充する

など、原材料の調達・供給面で域内の産業同士の結び付きを強化することで、地域全体で

潤いを享受しやすい産業構造を構築していくことが期待される。 


